
－委託事業実施内容報告書

平成２２年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業

【日本語教室の設置運営】

受託団体名 特定非営利活動法人トッカビ

１ 事業の趣旨・目的 （具体的に）

地域に暮らす外国人が、自立して生活していけるよう就労支援を含む日本語習得を目指すことを

目的とする。

２ 運営委員会の開催について

【概要】

開催日時 開催場所 出席者 議題 会議の概要

6月 18日 特定非営利

活動法人トッ

カビ

朴 洋幸

藤本伸樹

野中モニカ

上出 仁美

高橋佳代子

委託事業の説明

日本語教室のコンセ

プトについて

生活・就労に必要なテーマ

を設けて、会話重視の教

室運営を行う

7月 12日 八尾市人権

協会

朴 洋幸

藤本伸樹

野中モニカ

上出 仁美

高橋佳代子

日本語教室運営方法

（教材選定や教授法

など）

教材はオリジナルで作成

すること

直説法で教授するが、資

料には学習者の母語訳を

つける

12 月 28

日

八尾市人権

協会

朴 洋幸

藤本伸樹

野中モニカ

上出 仁美

高橋佳代子

日本語教室の状況報

告

学習者のプロファイルの確

認（国別、レベル、日本語

学習歴など）

教案の確認

2月 10日 特定非営利

活動法人トッ

カビ

朴 洋幸

藤本伸樹

野中モニカ

上出 仁美

高橋佳代子

報告書案について 今後の課題及び報告書案

について



３ 日本語教室の開催について

① 日本語教室の名称： 外国人市民の就労支援のための日本語教室

② 開催場所：八尾市立安中人権コミュニティセンター

③ 学習目標：生活や仕事に必要な日本語を学び、コミュニケーション力を向上させる

④ 使用した教材・リソース：講師が作成したオリジナル教材

参考教材

「にほんごこれだけ」（ココ出版）

「こんにちは にほんご！」（Japan Times）

Elementary Japanese1 JA100(国際教育交流センター 大阪大学)

「いっぽ にほんご さんぽ 暮らしのにほんご教室 初級１」（スリーエーネットワーク）

「にほんご宝船」（アスク語学出版社）

「日本語おしゃべりのたね」（スリーエーネットワーク）

「しゃべらんまいけ-地域ボランティア日本語教室のための活動集」（財団法人とやま国際センター）

「かけはし」（前橋市国際交流協会）

「日本語上級話者への道」（スリーエーネットワーク）

教室を楽しくする初級日本語スキット集（Japan Times）

中国帰国者のための生活日本語（文化庁）

ロールプレイで学ぶ中級から上級への日本語会話（アルク）

話そう考えよう 初級日本事情（スリーエーネットワーク）

はじめよう、日本語初級（スリーエーネットワーク）

日本企業への就職（アスク語学出版社） ほか



学習者へ配布した資料（多言語資料）

災害すごろく（大阪府発行）

16 ヶ国語対応 診察補助表 AMDA国際医療情報センター編

地震・災害、ゴミに関する資料 八尾市発行

労働基準法、履歴書の書き方などの資料 ハローワーク発行 ほか

⑤ 受講者の募集方法：

・チラシ配布： 八尾市国際交流センター、東大阪市国際交流協会、八尾市立高美南小学

校、八尾市立高美小学校、八尾市立北山本小学校、八尾市立高美中学校、八尾市立志

紀中学校、八尾市日中友好を進める会、八尾ベトナム人会、

・当会の事務所でチラシを配架すると共にポスター掲示

・コミュニティ内にある料理店へチラシ配布

・八尾市文化国際課を通じて、生活保護世帯の外国人市民へチラシ配布

⑥ 受講者の総数 29人

（出身・国籍別内訳中国 13人，フィリピン 2 人，スペイン 1 人，ベトナム 13人）

⑦ 開催時間数（回数） ６０時間 （全２０回）

⑧ 日本語教室の具体的内容

回 開催日時 時間数 参加

人数

国籍・母語（人） 教授者・

補助者人

数

内容

① 11 月 2 日

18：30～21：30

3 時間 14 人 中国･中国語（6 人）

ベトナム･ベトナム語（6 人）

フィリピン･フィリピノ語（2 人）

教授者2人

補助者2人

支援者2人

テーマ「自己紹介」

自己紹介、他己紹介、

教室の言葉等

② 11 月 5 日

18：30～21：30

3 時間 15 人 中国･中国語（6 人）

ベトナム･ベトナム語（6 人）

フィリピン･フィリピノ語（2 人）

スペイン･スペイン語（1 人）

教授者2人

補助者2人

支援者1人

テーマ「好き・嫌い」

趣味・自分の性格、食

べものカルタ、味覚を

表す形容詞等

③ 11 月 9 日

18：30～21：30

3 時間 17 人 中国･中国語（8 人）

ベトナム･ベトナム語（6 人）

フィリピン･フィリピノ語（2 人）

スペイン･スペイン語（1 人）

教授者2人

補助者2人

支援者4人

テーマ「私の夢」

形容詞カルタ、将来の

夢、歌等

④ 11 月 12 日

18：30～21：30

3 時間 10 人 中国･中国語（4 人）

ベトナム･ベトナム語（3 人）

教授者2人

補助者2人

テーマ「私のまち・やお」

おすすめの店、家の近



フィリピン･フィリピノ語（2 人）

スペイン･スペイン語（1 人）

支援者3人 所になにがある？地図

作り、お店カルタ等

⑤ 11 月 16 日

18：30～21：30

3 時間 12 人 中国･中国語（4 人）

中国・韓国朝鮮語（1 人）

ベトナム･ベトナム語（4 人）

フィリピン･フィリピノ語（2 人）

スペイン･スペイン語（1 人）

教授者2人

補助者2人

支援者3人

テーマ「日本に来て困っ

たこと １１０番」

場面別１１０番へのロー

ルプレイ、カタカナゲー

ム等

⑥ 11 月 19 日

18：30～21：30

3 時間 15 人 中国･中国語（6 人）

中国・韓国朝鮮語（1 人）

ベトナム･ベトナム語（6 人）

フィリピン･フィリピノ語（2 人）

教授者2人

補助者2人

支援者3人

テーマ「病院」

診察の流れ、痛みの表

現、場面別ロールプレ

イ等

⑦ 11 月 26 日

18：30～21：30

3 時間 12 人 中国･中国語（6 人）

ベトナム･ベトナム語（4 人）

フィリピン･フィリピノ語（2 人）

教授者2人

補助者2人

支援者2人

テーマ「緊急・火事・救

急車 １１９番」

場面別１１９番へのロー

ルプレイ、自分の経験

を話す等

⑧ 11 月 30 日

18：30～21：30

3 時間 17 人 中国･中国語（6 人）

ベトナム･ベトナム語（8 人）

フィリピン･フィリピノ語（2 人）

スペイン･スペイン語（1 人）

教授者2人

補助者2人

支援者2人

テーマ「地震」

地震に備える、防災グ

ッズ、災害すごろく、学

習者の国の災害につい

て話す等

⑨ 12 月 3 日

18：30～21：30

3 時間 11 人 中国･中国語（6 人）

ベトナム･ベトナム語（4 人）

スペイン･スペイン語（1 人）

教授者2人

補助者2人

支援者2人

テーマ「私の一日／私

の一生」

一日のスケジュール、思い

出を話す、自分について

話す、自分史作成等

⑩ 12 月 7 日

18：30～21：30

3 時間 10 人 中国･中国語（4 人）

ベトナム･ベトナム語（4 人）

フィリピン･フィリピノ語（1 人）

スペイン･スペイン語（1 人）

教授者2人

補助者2人

支援者1人

テーマ「ご近所づきあい」

近所の人と会話、町内会

って？、苦情を言う時等

⑪ 12 月 10 日

18：30～21：30

3 時間 12 人 中国･中国語（4 人）

ベトナム･ベトナム語（5 人）

フィリピン･フィリピノ語（2 人）

スペイン･スペイン語（1 人）

教授者2人

補助者2人

支援者2人

テーマ「ゴミ」

ゴミの分別、ゴミを減ら

す等

⑫ 12 月 14 日

18：30～21：30

3 時間 11 人 中国･中国語（4 人）

ベトナム･ベトナム語（4 人）

教授者2人

補助者2人

テーマ「ジェスチャー」

ジェスチャーの感情表現



フィリピン･フィリピノ語（2 人）

スペイン･スペイン語（1 人）

支援者1人 や数字表現、日本人特有

のジェスチャー、ジェスチ

ャーゲーム等

⑬ 12 月 17 日

18：30～21：30

3 時間 12 人 中国･中国語（6 人）

ベトナム･ベトナム語（4 人）

フィリピン･フィリピノ語（2 人）

教授者2人

補助者2人

支援者2人

テーマ「交流会準備」

一分間スピーチ原稿作

り、発表練習、歌、助数

詞等、

⑭ 12 月 21 日

18：30～21：30

3 時間 18 人 中国･中国語（10 人）

ベトナム･ベトナム語（6 人）

フィリピン･フィリピノ語（2 人）

教授者2人

補助者2人

支援者3人

テーマ「交流会」

伝言ゲーム、スピーチ、ひ

らがなビンゴ、歌

⑮ 1 月 11 日

18：30～21：30

3 時間 7 人 中国･中国語（2 人）

ベトナム･ベトナム語（3 人）

フィリピン･フィリピノ語（2 人）

教授者2人

補助者2人

支援者2人

テーマ「電話」

職場へ電話する、求職

先への電話、求人票の

見方、丁寧な表現等

⑯ 1 月 18 日

18：30～21：30

3 時間 9 人 中国･中国語（4 人）

ベトナム･ベトナム語（2 人）

フィリピン･フィリピノ語（2 人）

スペイン･スペイン語（1 人）

教授者1人

補助者2人

通訳者4人

支援者3人

テーマ「日本の仕事」

ハローワークの仕組

み、雇用保険、面接と

履歴書のポイント等

⑰ 1 月 21 日

18：30～21：30

3 時間 12 人 中国･中国語（6 人）

ベトナム･ベトナム語（3 人）

フィリピン･フィリピノ語（2 人）

スペイン･スペイン語（1 人）

教授者2人

補助者2人

支援者2人

テーマ「面接・履歴書」

面接・履歴書の言葉、

面接体験、履歴書を書

いてみる等

⑱ 1 月 25 日

18：30～21：30

3 時間 10 人 中国･中国語（5 人）

ベトナム･ベトナム語（4 人）

スペイン･スペイン語（1 人）

教授者2人

補助者2人

支援者2人

テーマ「復習１」

履歴書・面接につい

て、近所の人にお願い

をする・苦情を言う等

⑲ 1 月 28 日

18：30～21：30

3 時間 13 人 中国･中国語（6 人）

ベトナム･ベトナム語（4 人）

フィリピン･フィリピノ語（2 人）

スペイン･スペイン語（1 人）

教授者2人

補助者2人

支援者3人

テーマ「復習２」

語彙復習、シチュエー

ション練習、復習すごろ

く等

⑳ 2 月 1 日

18：30～21：30

3 時間 11 人 中国･中国語（3 人）

ベトナム･ベトナム語（5 人）

フィリピン･フィリピノ語（2 人）

スペイン･スペイン語（1 人）

教授者2人

補助者2人

支援者5人

テーマ「発表会」

メッセージを書く、伝え

る、自分やクラスメイト

について話す、「希望の

木」作成

修了書授与



⑨ 特徴的な授業風景（２～３回分）

（特徴が最もよく表れた日の授業報告を詳細に記載。また，教室風景の写真を数枚添付。）

初級Ｂクラスの特徴的な授業風景 １

授業日：11 月 12 日（金） 18：30～21：30

場所：八尾市立安中人権コミュニティセンター

講師：増田美穂子 補助者：木戸真美子

講座トピック：わたしのまち・やお

使用教材：ことばリスト（講師オリジナル教材）、日本地図、大阪府地図、八尾市の白地図

学習内容：八尾はどんなまちか話し合う（形容詞の復習）

おすすめの場所・店はどこですか？（場所の名詞）

なぜその場所・お店がお気に入りなのか、理由も話す

八尾の白地図に、おきにいりのお店を書き込んでオリジナル地図を作る

感想： ４回目で、だんだんクラスの学習者も固定されてきたので、笑い声が多く非常に和気

藹々とした雰囲気だった。学習者の知っている場所やお店の名前がでると、率先して説明をす

る姿が見られた。休憩時間も、学習者同士が日本語を使って会話をする光景が見られた（今ま

でにはない光景）。



特徴的な授業風景（２～３回分）

初級Ａクラスの特徴的な授業風景 １

授業日：1 月 11 日（火） 18：30～21：30

場所：八尾市立安中人権コミュニティセンター

講師：今田恵美 補助者：下岡美帆

講座トピック：電話

使用教材：ことば、レジュメ（講師オリジナル教材）、絵カード

学習内容：冬休みは何をしましたか？電話での敬語表現

欠席の連絡をする（日本語教室を欠席する時、学校に子どもの欠席を伝える、職場

に欠勤の電話をする）、求人広告を見て電話をする、その際の注意事項

講師の感想：Ｌさんは、日本語教室連絡や学校への連絡は、実際に使用頻度が高いので熱心

に取り組んでいた。「～さん、いらっしゃいますか」のような少し難しい丁寧な表現も繰り返し口に

出して練習していた。またＪさんは、現時点では普段から接している慣れた人であれば、聞き取っ

てくれるが、そうでない人との会話では難しいような状態だったので、電話の提携表現や少し丁寧

な言い方を練習した。求人広告のところでも、新しい仕事をしてみたいという希望はあるようで質

問などもしてくれた。

いつも中国語で、なかなか日本語が出てこないＬさんも、日本語でしっかり参加できていた回だ

った。今後も普段の会話でしっかり生かせるような練習を、できるだけ授業内に取り組んでいきた

いと思う。同時に、面接時になどに使える簡単な敬語表現なども応用できるよう練習していきたい。

まだ語彙数も少なく会話もなかなか進まないクラスではあるが、とてもよい雰囲気を作ってこられ

ていると思う。



⑩ 活用した日系人等（日本語を母語としない）の名簿

氏名 母語（国籍） 来日年（日）数 参加回数 当該教室での役割

野中 モニカ ポルトガル語（ブ

ラジル国）

15 年 1 回 通訳（スペイン語）

トラン ティ キム

ユン

ベトナム語（ベト

ナム）

10 年 １回 通訳（ベトナム語）

鄭 郁 中国語（中国） 4 年 １回 通訳（中国語）

⑪ 支援者の名簿（⑩以外）

氏名 所属 専門分野及び日本語

教育に関する資格

参加回数 当該教室での

役割

今田 恵美 ＫＥＣ日本語学院日

本語養成講座講師

日本語教育

日本語教師

19 回 講師

増田 美穂子 天王寺経理専門学

校講師

日本語教育養成講座

４２０時間修了

19 回 講師

下岡 美帆 日本語教育養成講座

４２０時間修了予定

中国語サポート

20 回 講師補助者

木戸 真美子 日本語教師

英語サポート

20 回 講師補助者

寺川 ちひろ 当会主催日本語指導

者養成講座修了

英語サポート

10 回 支援者

二木 庸子 当会主催日本語指導

者養成講座修了

3 回 支援者

米田 幸子 当会主催日本語指導

者養成講座修了

2 回 支援者

金 洋子 特定非営利活動法

人トッカビ

8 回 支援者

金 健峰 特定非営利活動法

人トッカビ

5 回 支援者

高橋 佳代子 特定非営利活動法

人トッカビ

日本語教育養成講座

４２０時間修了

ベトナム語サポート

20 回 コーディネータ

ー、支援者



４ 事業に対する評価について

① 当初の学習目標の達成状況

生活や仕事に必要な日本語を学び、コミュニケーション力を向上させるという目標に向

かって、全 20 回の教室活動を行った。日本語を学ぶことによって、学習者各々が、それぞ

れのレベルでコミュニケーション能力が向上した。また日本語を学ぶ意欲が更に深まった。

② 学習者の習得状況

開始時点から、学習者それぞれにレベル差はあったが、それぞれの基準で全員に変化

があった。例えば語彙力も組み立てる力もある学習者は、同じ意味でもほかの言い回し

ができることを覚えたり、日本語を話すことに自信がないと言っていた学習者が休憩時間

も積極的に日本語で話すようになったり、発話の少なかった学習者が質問を多くするよう

になったりする姿がみられた。また来日して間もない学習者にとっては、トピック型で学習

を進めていく際に、最初は困難な状況が見られたものの、徐々に慣れていくと新しく習得し

た日本語を日常生活で活用することができるようになったという意見もあった。そして確実

に「日本語でコミュニケーションができる」という自信がついてきたように見受けられる。

③ 日本語教室設置運営の効果，成果

・ 地域に暮らす外国人市民が日本語を学ぶ（特に生活や仕事に必要な会話を重視す

るアウトプットの日本語）機会を提供できた。

・ 日本語教室を設置したことにより、地域に暮らす外国人市民が、日本人を始め、他

の外国人市民と出会う場を提供し、仲間になるきっかけを提供することができた。

・ 日本の生活事情（ゴミや近所づきあい）、労働状況（最低賃金や労働基準法などの

知識）について学習者自らが関心をもって取り組める機会を提供することができた。

・ 開始時に、日本語で話すという行為に自信がなかった学習者が 20 回の学習を経て

リラックスして日本語を話す、あるいは積極的に日本語を話すようになった（学習者

のエンパワーメント）。

④ 地域の関係者との連携による効果，成果 等

・ 地域で行われている他の日本語教室との情報交換などを行った。

・ 八尾市地域就労支援事業と連携し、日本の労働事情についての講座を行うことに

って学習者自らの労働に関する知識が身に付いた。

・ 学習者が、地域で行われている様々な相談事業のことを知り、どこへアクセスしたら

よいかを知る機会になった。

⑤ 改善点，今後の課題について（具体的に記述する。）



a. 現状

主に話題型シラバスを元に、教室活動を組み立ててきたために、来日して間もない

学習者にとっては、使用語彙が難しい場面があった。

教材は全て講師が作成したオリジナルの教材を使用し、必要箇所は母語による対訳

をつけた。それが学習者にとっては、安心してクラスに参加できる一助になった。

会話を中心に、最小限必要な文法事項（読み書きを含む）を入れて教室活動を行っ

た。

b. 今後の課題

教科書を使うことも検討する。また話題シラバスに固執することなく、機能シラバスの

ような形での教室活動を組み立てる。

会話は引き続き重視していくが、学習者から読み書きをしたいという要望も多かった

ので、簡単なエッセイや昔話を読んだりして情景を言ったり、感想をいったりするよう

な学習も取り入れていく必要がある。

加えて 30 分程度、学習内容について作文をする活動を取り入れることによって、学

習内容を整理する機会を設ける。

c. 今後の活動予定，展望

学習者からの継続要望が大きいので、次年度も継続して日本語教室を開催したい。

できれば長期的なスパンで見て、各学習者の状況を把握し、それぞれの課題をクリ

アできるような学習計画をたてたい。

またコミュニケーション能力を向上させることにより、学習者が問題に直面した時に、

どこに何を尋ねたらよいのかというアクセス先を多く知ることによって、問題にぶつか

った時に自ら解決していくソーシャルスキルの向上もできるように支援を行いたい。

③その他参考資料（受講生に対してアンケート等があれば添付してください。）

トッカビ地域日本語教室アンケート結果

日本語教室について

１ 回数について

多い ちょうどよい (5) 少ない (2)

・ １講座 40 回にしてほしい。

・ 冬場は寒いので 20 回でよい。

・ 1 年を通じて常時開催してほしい。



２ １回あたりの時間について

長い ちょうどよい (7) 短い

３ １週間に２回の開催について

多い ちょうどよい (6) 少ない (1)

・ １週間に 3回の開催にしてほしい

４ 時間帯について

遅い ちょうどよい (7) 早い

５ 開催曜日について

平日でもよい (6) 土曜日がいい (1) 日曜日がいい

・ 平日の夜間帯に加えて、休日も勉強できます。

学習方法について（複数回答可）

読み書きを勉強したい (6)

マンツーマンで勉強したい (2)

２～3 人で勉強したい (6)

教科書があったほうがいい (7)

その他

・ 日本の歴史や日本語を知りたい、ひらがなやカタカナも学びたい。

・ 日本語についてもっと知りたい

・ 親切で楽しい先生と日本語を勉強するのは楽しい。私がうまく言葉がでない時でも、先生方

が繰り返し教えてくださったことで、（躊躇しないで日本語を話す）精神的な自信につながっ

た。先生方、トッカビのみなさんありがとうございました。

・ ３月以降も引き続き勉強できるのであれば、うれしいです。１週間に１回でもがんばります。

先生方ありがとうございました。

・ 日本語でよく使われる定型文や決まった言い回しを勉強したい。今よりもう少し内容を難し

くして深く勉強したい。基礎的な文法を学ぶこと、発音が悪い時などにすぐに修正してもらい

たい。

※写真は，肖像権等に配慮し，差し支えのないものを添付すること。








